
優
勝
は
中
島
さ
ん
親
子（

岐
阜

県

）

地
元
食
材
を
ヘ
ル
シ
ー
に

ウ
ィ
ズ
ガ
ス
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
が
主
催
す
る
「
日
本
を
元
気
に
！

第
６
回
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

～
炎
の
調
理
で
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
」（
後
援＝

内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
全
国
小
学
校
家
庭

科
教
育
研
究
会
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
）
の
全
国
大
会
が
１
月
２７
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
東
京

ガ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
応
募
総
数
３
万
２
６
１
８
組
か
ら
選
ば
れ
た
全
国
９
地
区
を
代
表
す
る
１４
組
の
親
子

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
の
「
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
賞
」
に
輝
い
た
の
は
東
海
地
区
・
岐
阜
県
代
表
の
中

た
ま

え

島
珠
英
（
小
３
）
さ
ん
、
理
英
さ
ん
親
子
。
地
元
食
材
を
生
か
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
家
庭
料
理
「
岐
阜
の
地
鶏
と
地
野

菜
た
っ
ぷ
り
プ
レ
ー
ト
」
を
作
り
、
初
参
加
で
日
本
一
の
座
を
つ
か
ん
だ
。

準
グ
ラ
ン
プ
リ
の
「
住
宅

生
産
団
体
連
合
会
賞
」
は
中

国
地
区
・
広
島
県
代
表
の
久

こ

と

戸
瀬
古
都
さ
ん
（
小
６
）
・

一
枝
さ
ん
、「
キ
ッ
チ
ン
・

バ
ス
工
業
会
賞
」
は
東
北
地さ

え

区
・
福
島
県
代
表
の
立
川
咲

さ
ん
（
小
５
）・
幸
子
さ
ん
、

「
日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工
業

会
賞
」
は
近
畿
地
区
・
京
都

府
代
表
の
藤
友
雄
也
く
ん

（
小
４
）
・
栄
子
さ
ん
親
子

が
受
賞
し
た
。

審
査
員
は
服
部
幸
應
服
部

栄
養
専
門
学
校
校
長
（
審
査

委
員
長
）、
料
理
研
究
家
の

土
井
善
晴
氏
、
曽
我
部
多
美

全
国
小
学
校
家
庭
科
教
育
研

究
会
会
長
が
務
め
た
。
特
別

レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ス
ー

パ
ー
小
学
生
料
理
人
「
こ
ご

ま
ち
ゃ
ん
」
も
参
加
し
た
。

中
島
さ
ん
親
子
は
雑
穀
ご

は
ん
や
チ
キ
ン
ロ
ー
ス
ト
、

赤
い
サ
ラ
ダ
な
ど
、
地
元
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
６

こ
う
じ

品
を
調
理
。
塩
麹
と
蜂
蜜

を
随
所
に
用
い
、
ヘ
ル
シ
ー

に
仕
上
げ
た
。
チ
キ
ン
と
コ

コ
ッ
ト
は
一
緒
に
オ
ー
ブ
ン

で
調
理
す
る
な
ど
省
エ
ネ
技

も
披
露
。
コ
ン
テ
ス
ト
を

き
っ
か
け
に
料
理
を
始
め
た

と
い
う
珠
英
さ
ん
は
、
友
達

の
母
親
が
手
作
り
し
て
く
れ

た
エ
プ
ロ
ン
を
着
て
、
落
ち

着
い
て
調
理
に
臨
ん
だ
。

久
戸
瀬
一
枝
さ
ん
は
第
２

回
の
全
国
大
会
に
息
子
さ
ん

と
出
場
。
今
回
は
末
娘
の
古

都
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
ん
だ
。

２
種
類
の
肉
巻
き
ご
は
ん
を

と
も

う
ら

メ
ー
ン
に
、
鞆
の
浦
名
物
の

ガ
ス
天
（
小
魚
の
天
ぷ
ら
）

入
り
の
ミ
ル
ク
茶
わ
ん
蒸

し
、
白
玉
の
揚
げ
団
子
な
ど

５
品
を
調
理
。
古
都
さ
ん
と

抜
群
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
見
せ
た
。

立
川
さ
ん
親
子
は
福
島
か

ら
笑
顔
を
広
め
た
い
と
、
地

元
食
材
を
生
か
し
た
６
品
で

勝
負
。
紫
黒
米
と
会
津
地
鶏

の
混
ぜ
ご
飯
や
、
立
川
ご
ぼ

う
の
が
ん
も
ど
き
、
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
で
作
る
ポ
ト
フ
、

じ
ゅ
う
ね
ん
（
え
ご
ま
）ソ
ー

ス
を
添
え
た
温
野
菜
な
ど
、

い
ず
れ
も
手
を
か
け
た
和
食

を
完
成
さ
せ
た
。

藤
友
さ
ん
親
子
は
雄
也
く

ん
が
歴
史
好
き
な
こ
と
か

ら
、
自
宅
の
あ
る
福
知
山
市

に
ち
な
ん
で
「
明
智
光
秀
き

き
ょ
う
ご
ぜ
ん
」
を
作
っ

た
。
内
容
は
丹
波
の
黒
豆

「
紫
ず
き
ん
」
の
か
き
揚
げ

や
光
秀
の
好
物
の
ち
ま
き
、

き
き
ょ
う
ゼ
リ
ー
な
ど
６

品
。
紫
ず
き
ん
や
栗
、
ぶ
ど

う
、
料
理
に
添
え
た
紅
葉
な

ど
は
冷
凍
保
存
し
、
旬
の
お

い
し
さ
を
再
現
し
た
。

審
査
委
員
長
の
服
部
栄
養

専
門
学
校
校
長
・
服
部
幸
應

氏
は
、「
今
回
も
と
て
も
迷
い

ま
し
た
。
各
賞
は
本
当
に
紙

一
重
で
し
た
。
食
は
家
庭
の

思
い
出
に
も
つ
な
が
る
教
養

だ
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
味
、
お
ふ
く
ろ
の

味
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
家

族
で
一
緒
に
ご
飯
を
作
れ

ば
、
そ
の
家
族
独
特
の
味
が

出
来
上
が
り
ま
す
。
作
る
こ

と
に
合
わ
せ
て
、
家
族
の
味

も
一
緒
に
楽
し
ん
で
下
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

審
査
員
を
務
め
た
料
理
研

究
家
・
土
井
善
晴
氏
は
、

「
本
当
は
順
位
な
ん
か
付
け

た
く
な
い
と
思
う
ほ
ど
、
誰

が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
レ
ベ
ル
で
し

た
。
食
べ
る
人
の
こ
と
を
考

え
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
お
料

理
が
多
く
、
素
晴
ら
し
か
っ

た
」
と
賞
賛
し
た
。

同
じ
く
審
査
員
の
全
国
小

学
校
家
庭
科
教
育
研
究
会
会

長
・
曽
我
部
多
美
氏
は
、

「
さ
す
が
に
実
力
者
が
そ

ろ
っ
た
全
国
大
会
。
み
な
さ

ん
食
材
や
調
理
法
を
研
究
し

尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
地
域

を
愛
す
る
心
、
家
族
へ
の
思

い
が
詰
ま
っ
た
作
品
ば
か
り

で
本
当
に
感
心
し
ま
し
た
」

と
評
し
た
。

僅
差
で
団
体
賞
に
届
か
な

か
っ
た
１０
組
も
健
闘
し
た
。

「
審
査
員
特
別
賞
」
に
選

ば
れ
た
の
は
関
東
中
央
地

区
・
千
葉
県
代
表
の
島
田

は
る
か

悠
さ
ん
（
小
６
）
・
摩
利
子

さ
ん
、
近
畿
地
区
・
兵
庫
県

代
表
の
久
保
祐
貴
く
ん
（
小

５
）
・
陽
子
さ
ん
親
子
の
２

組
。
島
田
さ
ん
親
子
は
４
回

目
の
挑
戦
で
初
め
て
全
国
大

会
へ
進
ん
だ
。
両
親
と
も
消

防
士
で
忙
し
い
生
活
が
続
く

中
、
一
回
一
回
の
練
習
を
大

切
に
し
た
。
摩
利
子
さ
ん
お

手
製
の
エ
プ
ロ
ン
に
身
を
包

み
、
息
も
ピ
ッ
タ
リ
で
中
華

６
品
を
完
成
さ
せ
た
。

久
保
さ
ん
親
子
は
祖
父
母

の
畑
で
収
穫
し
た
野
菜
を
使

っ
た
吹
き
寄
せ
ご
は
ん
や
、

グ
リ
ル
で
焼
い
た
リ
ン
ゴ
の

チ
ー
ズ
パ
イ
な
ど
４
品
。
片

付
け
な
が
ら
手
際
よ
く
調
理

を
進
め
、１０
分
以
上
を
残
し
、

プ
ロ
も
顔
負
け
の
彩
り
鮮
や

か
な
品
々
を
仕
上
げ
た
。

「
炎
の
達
人
賞
」
は
関
東

中
央
地
区
・
静
岡
県
代
表
の

五
十
嵐
慶
く
ん
（
小
３
）
・

ゆ
み
子
さ
ん
、
同
・
神
奈
川

み

ゆ

県
代
表
の
小
林
美
結
さ
ん

（
小
２
）
・
幸
子
さ
ん
、
九

州
地
区
・
長
崎
県
代
表
の
佐

り
ゅ
う

ど
う

藤
隆
道
く
ん（
小
６
）・
美
幸

さ
ん
親
子
の
３
組
。
五
十
嵐

さ
ん
親
子
は
駿
河
産
の
本
エ

ビ
を
ス
ー
プ
と
し
ゅ
う
ま

い
、
焼
き
野
菜
に
つ
け
る
ソ

ー
ス
に
生
か
し
た
。
コ
ッ
ク

帽
姿
の
慶
く
ん
は
ア
ジ
の
干

物
の
身
を
箸
で
取
る
な
ど
根

気
良
く
細
か
な
作
業
を
こ
な

し
た
。
小
林
さ
ん
親
子
は
、

鎌
倉
野
菜
や
ジ
ャ
コ
な
ど
湘

南
の
食
材
を
生
か
し
、
代
々

受
け
継
が
れ
る
お
う
ち
ご
は

ん
６
品
を
調
理
。
最
年
少
の

美
結
さ
ん
は
春
巻
き
の
皮
を

丁
寧
に
焼
き
上
げ
た
。
佐
藤

さ
ん
親
子
は
地
元
の
お
茶
を

使
っ
た
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
の

鶏
の
薫
製
を
メ
ー
ン
に
、
あ

ご
だ
し
う
ど
ん
な
ど
郷
土
色

豊
か
な
４
品
を
作
っ
た
。
隆

道
く
ん
は
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で

鶏
肉
に
焼
き
色
を
付
け
る
な

ど
堂
々
の
技
を
見
せ
た
。

「
ア
イ
デ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

賞
」
は
北
海
道
地
区
代
表
の

る

な

加
藤
瑠
菜
さ
ん（
小
４
）・
里

織
さ
ん
、
東
海
地
区
・
愛
知

え
い

な

県
代
表
の
山
田
媛
菜
さ
ん

（
小
６
）・
日
登
美
さ
ん
、
四

国
地
区
・
徳
島
県
代
表
の
郡

か
ん

な

栞
菜
さ
ん（
小
６
）・
智
英
実

さ
ん
の
３
組
。
加
藤
瑠
菜
さ

ん
は
サ
ン
マ
の
わ
た
を
手
で

か
き
出
す
な
ど
手
な
れ
た
手

つ
き
。
里
織
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
４
品
を
完
成
さ
せ
た
。

山
田
さ
ん
親
子
は
黒
の
服
に

茶
の
エ
プ
ロ
ン
の
お
そ
ろ
い

の
衣
装
に
身
を
包
み
、
見
事

な
連
携
プ
レ
ー
で
祖
父
母
の

手
作
り
野
菜
を
生
か
し
た
５

品
を
作
っ
た
。
郡
栞
菜
さ
ん

は
ぺ
テ
ィ
ナ
イ
フ
で
ユ
ズ
の

器
を
作
っ
た
り
、
大
根
の
皮

に
ゆ
ず
の
絞
り
汁
を
は
け
で

塗
っ
た
り
と
、
練
習
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
た
。

「
な
か
よ
し
親
子
賞
」
は

北
陸
地
区
・
富
山
県
代
表
の

村
石
麻
衣
さ
ん
（
小
６
）
・

淳
さ
ん
、
近
畿
地
区
・
大
阪

府
代
表
の
三
原
唯
さ
ん
（
小

５
）
・
京
さ
ん
の
２
組
。
唯

一
の
父
親
参
加
の
村
石
淳
さ

ん
は
麻
衣
さ
ん
が
２
年
生
の

時
に
全
国
大
会
へ
出
場
。
６

回
の
挑
戦
で
腕
を
上
げ
た
麻

衣
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
調
理

に
取
り
組
ん
だ
。
三
原
さ
ん

親
子
は
メ
ー
ン
の
牛
肉
と

じ
ゃ
が
い
も
の
ア
ー
モ
ン
ド

焼
き
を
取
り
落
と
す
ハ
プ
ニ

ン
グ
に
も
め
げ
ず
、
作
り
直

し
、
７
品
を
完
成
さ
せ
た
。

東海地区（岐阜県）代表

中島珠英さん（小3)・理英さん

岐阜の地鶏と地野菜たっぷりプレート

関東中央地区（千葉県）代表

島田 悠さん（小6)・摩利子さん

美味しい笑顔はいつも千葉から

中国地区（広島県）代表

久戸瀬古都さん（小6)・一枝さん

瀬戸内満載！ 我が家の大好きごはん

東北地区（福島県）代表

立川 咲さん（小5)・幸子さん

福島の笑顔！ はじまりのあいずご飯

近畿地区（京都府）代表

藤友雄也さん（小4)・栄子さん

明智光秀ききょうごぜん

近畿地区（兵庫県）代表

久保祐貴さん（小5)・陽子さん

じいちゃんばあちゃんの畑から来た

秋冬野菜をたっぷり使ったほっこりご飯

土井氏
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塩麹や蜂蜜を使った、“プチ

健康オタク”ならではの味付け

です。オーブンの同時使いで調

理するなど、エコ・クッキング

にも気を配りました。

肉巻きご飯は 2種類

の味で楽しく。茶わん

蒸しに牛乳を入れて洋

風にしました。育ち盛

りも満足のご飯です。

準グランプリ

みんながグランプリ！
審査員講評

わが家のおいしいごはん

服部氏

曽我部氏

中島さんは大垣ガスの料理

教室の受講生。東海地区で

初のグランプリに輝いた

開会式では応援サポーターを務めたＡＫＢ

48 の梅田彩佳さんとＳＮＨ48 の宮澤佐江さ

んの応援メッセージを放映した
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準グランプリ

会津の野菜を使った

6品。震 災 で 少 な く

なった福島の笑顔を、

おいしさで取り戻した

い！

各
賞
も
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
健
闘

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
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賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞おじいちゃん・おば

あちゃんの作ったもち

米で明智光秀の好物・

ちまきをわが家風にア

レンジしました。

グランプリ

準グランプリ

～親子で作れば幸せ倍増～

長い 1日を終え、最後に全員で記念撮影した

＜中島理英さんの話＞

地元の大垣市の食材を使った、

いつも食卓に出しているメニュー

です。このメニューで 2回の地域

予選を通過し、驚きました。まさ

か日本一なんて本当に信じられま

せん。

今日使った野菜の一部も友人が

自家栽培したもの。娘のエプロン

も同級生のお母さんのお手製で昨

日届けてくれました。応援してく

ださった方々に真っ先に受賞の喜

びを伝えたいと思います。ありが

とうございました。

審
査
員
特
別
賞

審
査
員
特
別
賞

おいしそうな匂いに土井氏も興味津々

焼・炒・煮・揚・蒸とグ

リル、オーブンとガス

の機能をフル活用。千

葉の恵みの食材をたく

さん使いました。

畑の取れたて野菜で

作った 4品。とりから

の南蛮和えはおじい

ちゃんのふるさと九州

にちなみました。

「これやろーか？」率先して

お母さんをサポートする姿も
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応
援
で
会
場
も
一
体
に

会
場
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
出
場
者
を
応
援
す
る

た
め
、
ガ
ス
事
業
者
や
家
族

が
思
い
思
い
の
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
応
援
の
様
子
は
、

調
理
室
内
の
大
型
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
出
さ
れ
、
競
技
中
の

親
子
を
励
ま
し
た
。

北
陸
地
区
代
表
の
村
石
さ

ん
親
子
を
応
援
す
る
日
本
海

ガ
ス
は
、
麻
衣
さ
ん
が
通
う

小
学
校
を
取
材
し
て
、
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
を
作
っ
た
。
黒
板

に
書
か
れ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
、
担
任
の
先
生
と
友

達
は
「
優
勝
目
指
し
て
頑
張

っ
て
！
」と
声
援
を
送
っ
た
。

関
東
中
央
地
区
代
表
の
島

田
さ
ん
親
子
は
京
葉
ガ
ス
が

応
援
。
悠
さ
ん
の
両
親
の
職

業
、
消
防
士
に
ち
な
ん
で
オ

レ
ン
ジ
色
の
防
火
服
を
着
て

登
場
し
た
。
摩
利
子
さ
ん
の

手
作
り
料
理
へ
の
こ
だ
わ
り

や
、
悠
さ
ん
が
吹
奏
楽
部
の

部
長
を
務
め
て
い
る
こ
と
な

ど
、
親
子
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
。
お
父
さ
ん
も

客
席
か
ら
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。北

海
道
地
区
代
表
の
加
藤

さ
ん
親
子
の
応
援
で
は
、
瑠

菜
さ
ん
の
お
父
さ
ん
と
妹
さ

ん
、
北
海
道
ガ
ス
が
登
場
。

お
父
さ
ん
は
「
瑠
菜
が
さ
ば

い
た
イ
カ
刺
を
つ
ま
み
に

ビ
ー
ル
が
最
高
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。
瑠
菜
さ
ん
が
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
一
緒
に
書
い
た

寄
せ
書
き
も
披
露
し
た
。

近
畿
地
区
代
表
の
三
原
さ

ん
親
子
の
応
援
は
、
唯
さ
ん

の
お
父
さ
ん
と
お
兄
さ
ん
、

大
阪
ガ
ス
が
行
っ
た
。
唯
さ

ん
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
手
作
り

の
横
断
幕
「
が
ん
ば
れ
三
原

親
子
」
を
掲
げ
、
熊
取
町
長

と
唯
さ
ん
の
友
人
か
ら
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
紹
介
し
た
。

最
後
に
「
仲
良
く
頑
張
っ
て

ね
」
と
全
員
で
呼
び
掛
け
、

ジ
ャ
ン
プ
し
た
。

四
国
代
表
の
郡
さ
ん
親
子

の
応
援
団
が
ト
リ
を
飾
っ

た
。四
国
ガ
ス
の
掛
け
声
で
、

郡
さ
ん
の
家
族
が
阿
波
踊
り

を
舞
い
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に

登
場
。壇
上
で
は
、応
援
団
長

の
妹
ゆ
う
さ
ん
が「
フ
レ
ー
、

フ
レ
ー
、
栞
菜
！
」
と
大
き

な
声
を
出
し
ダ
ン
ス
を
披
露

し
た
。
応
援
は
ゆ
う
さ
ん
が

中
心
に
な
っ
て
考
え
た
。

第
６
回
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
の
応
募
数
は
、前
回
大
会（
２
万
８
３
７
組
）の
１
・

５
倍
、
３
万
２
６
１
８
組
と
な
り
、
過
去
最
高
に
な
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
レ
シ
ピ
を
審
査
す
る
書
類
選
考
と
、

審
査
委
員
の
前
で
調
理
す
る
実
技
選
考
を
勝
ち
抜
い
た

９５
組
の
親
子
が
、
１１
月
１８
日
～
１２
月
１６
日
に
全
国
９
地

域
で
開
か
れ
た
地
区
決
勝
で
自
慢
の
腕
を
競
っ
た
。

北
海
道
地
区
大
会

全
道
か
ら
集
ま
っ
た
５
組

の
親
子
が
北
海
道
ガ
ス
の

「
北
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
」
に
集
ま
っ
た
。
当

日
は
テ
レ
ビ
局
の
取
材
も
。

親
子
は
声
を
掛
け
合
っ
て
調

理
を
し
、
後
片
付
け
も
し
っ

か
り
と
や
っ
た
。
帯
広
市
の

親
子
は
名
物
の
豚
丼
を
ヒ
ン

ト
に
し
た
「
カ
リ
カ
リ
ご
ぼ

う
と
ブ
タ
バ
ラ
チ
ッ
プ
ス
」

を
作
っ
た
。
函
館
市
の
親
子

は
漁
師
料
理
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
焼
き
を
洋
風
に
ア
レ
ン

ジ
。
サ
ン
マ
、
ホ
ッ
ケ
な
ど

の
魚
を
さ
ば
く
子
も
い
た
。

競
技
終
了
後
は
、
応
援
に
来

た
家
族
と
見
学
者
み
ん
な
で

試
食
し
た
。

東
北
地
区
大
会

東
北
６
県
の
代

表
６
組

は
、
仙
台
市
ガ
ス
局
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
「
ガ
ス
サ
ロ
ン
」
で

地
区
決
勝
に
挑
ん
だ
。
調
理

会
場
は
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
応

援
に
来
た
家
族
や
一
般
客
が

見
守
る
中
で
の
競
技
と
な
っ

た
。
青
森
県
の
親
子
は
長
芋

の
ナ
ゲ
ッ
ト
や
ひ
じ
き
の
き

ん
ぴ
ら
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
料

理
。
秋
田
県
の
親
子
は
「
男

鹿
梨
入
り
さ
っ
ぱ
り
サ
ラ

ダ
」
や
ハ
タ
ハ
タ
の
か
ら
あ

げ
な
ど
。
山
形
県
の
親
子
は

庄
内
柿
の
干
し
柿
を
練
り
こ

ふ

ん
だ
ケ
ー
キ
や
庄
内
麩
を
衣

に
し
た
里
芋
コ
ロ
ッ
ケ
な

ど
、
地
域
の
伝
統
的
な
食
材

を
使
っ
た
。

関
東
中
央
地
区
大
会

全
国
最
多
の
応
募
数
、
１

万
７
９
９
０
組
を
勝
ち
抜
い

た
、
１
都
１０
県
の
代
表
１４
組

が
東
京
ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
集
ま
っ
た
。
競
技

中
は
、
親
子
を
応
援
す
る
地

元
の
ガ
ス
事
業
者
が
エ
ー
ル

を
送
り
盛
り
上
げ
た
。

東
京
都
台
東
区
の
親
子

は
、
家
族
が
好
き
な
イ
ン
ド

カ
レ
ー
に
、
東
京
産
の
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
。
サ
フ
ラ
ン
ラ

イ
ス
や
ナ
ン
も
作
っ
た
。
山

梨
県
代
表
は
、
自
家
菜
園
の

野
菜
、
自
家
製
の
豆
乳
や
お

か
ら
を
使
い
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
料
理
を
作
っ
た
。

審
査
を
待
つ
間
は
、
景
品

付
き
の
食
育
ク
イ
ズ
で
盛
り

上
が
っ
た
。

北
陸
地
区
大
会

日
本
海
ガ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
「
プ
レ
ー
ゴ
」
に
富
山
県

と
石
川
県
の
代
表
８
組
が
集

合
。
う
ち
６
組
が
地
区
決
勝

初
出
場
だ
っ
た
。

加
賀
野
菜
や
堅
豆
腐
、
カ

ワ
ハ
ギ
な
ど
北
陸
地
域
な
ら

で
は
の
食
材
を
わ
が
家
の
味

に
工
夫
し
た
。
３
口
コ
ン
ロ

を
同
時
に
活
用
し
た
り
、
野

菜
を
直
火
で
焼
い
た
り
し

て
、
ど
の
親
子
も
ガ
ス
の
火

力
を
生
か
し
て
調
理
し
た
。

地
区
決
勝
に
向
け
て
の
意
気

込
み
を
事
前
に
各
親
子
で
作

文
し
、
実
技
大
会
中
に
司
会

者
が
読
み
上
げ
た
り
、
家
で

の
練
習
風
景
の
写
真
を
会
場

に
掲
示
し
た
り
し
て
、
会
場

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

東
海
地
区
大
会

東
邦
ガ
ス
「
ク
ッ
キ
ン
グ

サ
ロ
ン
栄
」に
、３
県
か
ら
２６

組
の
親
子
が
集
ま
り
、
一
斉

に
調
理
ス
タ
ー
ト
。
上
位
２

組
が
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
た
。

名
古
屋
名
物
の
手
羽
先
や

赤
み
そ
、
き
し
め
ん
な
ど
を

家
庭
の
味
つ
け
や
食
べ
方
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
料
理
や
、
地

元
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
料
理
が
並
ん
だ
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
粉
か
ら
手
打

ち
パ
ス
タ
を
作
っ
た
り
、
メ

ロ
ン
を
丸
ご
と
飾
り
切
り
し

て
器
を
作
っ
た
り
と
、
食
べ

る
人
が
楽
し
く
な
る
工
夫
が

あ
っ
た
。
終
了
後
は
家
族
や

ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
て
全
員

で
試
食
を
し
た
。

近
畿
地
区
大
会

大
阪
ガ
ス
の
生
活
誕
生
館

デ
ィ
リ
パ
に
１２
組
の
親
子
が

集
ま
っ
た
。
今
回
近
畿
地
区

は
、
過
去
最
多
の
７
２
３
３

組
の
応
募
が
あ
っ
た
。
親
子

は
元
気
に
声
を
掛
け
合
っ
て

調
理
を
し
た
。
京
都
府
福
知

山
市
の
親
子
は
明
智
光
秀
に

ち
な
ん
だ
献
立
を
考
え
た
。

兵
庫
県
川
西

市
の
親
子
は

土

鍋

炊

飯

や
、
汁
物
に

入
れ
た
白
ネ

ギ
を
直
火
で

あ

ぶ

る

な

ど
、
ガ
ス
な

ら
で
は
の
調

理
を
し
た
。

競
技
終
了

後
は
出
場
者

全
員
で
試
食

タ
イ
ム
。
事

務
局
が
作
っ

た
料
理
の
写
真
入
り
の
名
刺

を
交
換
し
合
っ
た
り
、
子
供

た
ち
は
コ
ッ
ク
帽
を
か
ぶ

り
、「
い
い
ね
」
シ
ー
ル
を
張

り
合
っ
た
り
し
て
健
闘
を
た

た
え
合
っ
た
。

中
国
地
区
大
会

広
島
ガ
ス
「
ガ
ス
ト
ピ
ア

セ
ン
タ
ー
」
に
７
組
の
親
子

が
集
合
。
う
ち
４
組
が
初
出

場
だ
っ
た
。
午
前
と
午
後
の

２
班
に
分
か
れ
、
待
ち
時
間

は
砂
絵
教
室
が
開
か
れ
た
。

鳥
取
県
鳥
取
市
の
親
子

は
、「
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
」
を

炊
き
込
み
ご
飯
や
ス
ー
プ
、

グ
ラ
タ
ン
な
ど
３
品
に
使

用
。
岡
山
県
岡
山
市
の
親
子

は
、
岡
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る

桃
太
郎
を
テ
ー
マ
に
「
桃
太

郎
ト
マ
ト
」
を
料
理
に
盛
り

込
ん
だ
。
岡
山
県
倉
敷
市
の

親
子
は
特
産
品
の
レ
ン
コ
ン

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
煮

る
・
焼
く
・
蒸
す
な
ど
調
理

法
を
変
え
て
食
感
の
違
い
を

楽
し
め
る
工
夫
を
し
た
。

四
国
地
区
大
会

四
国
ガ
ス
「
ピ
ポ
ッ
ト
松

山
」
に
、
四
国
４
県
代
表
の

４
組
が
集
ま
っ
た
。
家
族
が

見
守
る
中
、
一
斉
に
調
理
ス

タ
ー
ト
。
香
川
県
の
親
子
は

オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
や
讃
岐
夢

豚
、
坂
出
金
時
な
ど
香
川
ブ

ラ
ン
ド
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
盛
り
込
ん
だ
。
愛
媛
県
の

親
子
は
、
瀬
戸
内
の
郷
土
料

理
「
も
ぶ
り
ご
は
ん
」、
瀬

戸
内
レ
モ
ン
を
ソ
ー
ス
に
し

た
「
伊
予
元
気
鶏
の
レ
モ
ン

ソ
ー
ス
」
な
ど
を
作
っ
た
。

調
理
台
に
届
か
な
い
子
も

踏
み
台
に
乗
っ
て
一
生
懸
命

調
理
し
た
。
終
了
後
、
各
料

理
を
大
皿
に
並
べ
、
会
場
の

家
族
も
一
緒
に
試
食
し
た
。

九
州
地
区
大
会

福
岡
市
の
中
村
学
園
大
学

に
九
州
・
沖
縄
か
ら
１３
組
が

集
ま
っ
た
。
広
い
調
理
会
場

で
応
援
す
る
家
族
が
見
守
る

中
、一
斉
に
調
理
開
始
。沖
縄

県
の
親
子
は
「
ゴ
ー
ヤ
ピ
ク

ル
ス
」や「
ゆ
し
豆
腐
と
も
ず

く
の
茶
わ
ん
蒸
し
」「
紅
芋
の

米
粉
蒸
し
ケ
ー
キ
」
な
ど
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
沖
縄
料
理
を
作

っ
た
。
鹿
児
島
の
親
子
は
、

豚
肉
や
き
び
な
ご
、
大
根
や

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
食
べ
慣
れ

た
地
元
食
材
を
フ
ラ
ン
ス
料

理
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
。
調

理
の
後
は
参
加
者
全
員
で
試

食
。
お
互
い
の
感
想
を
話
し

合
い
、
交
流
を
深
め
た
。

審
査
結
果
を
待
つ
間
、
競

技
を
終
え
た
１４
組
の
親
子
は

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
を

体
験
し
た
。

初
め
に
エ
コ
・
ク
ッ

キ
ン
グ
の
考
え
方
を
学

ん
だ
。エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン

グ
は「
買
い
物
」「
料
理
」

「
片
付
け
」の
一
連
の
流

れ
を
通
じ
て
、
環
境
に

配
慮
し
た
食
生
活
を
す

る
こ
と
。

買
い
物
は
旬
の
食
材

を
選
び
、
地
産
地
消
に

心
掛
け
る
。
料
理
で
は

野
菜
を
丸
ご
と
使
う
な

ど
食
材
の
無
駄
を
な
く

す
。
鍋
で
湯
を
沸
か
す

際
に
、
フ
タ
を
し
て
鍋

底
か
ら
は
み
だ
さ
な
い

火
加
減
に
し
、
余
分
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
。

片
付
け
の
際
は
、
古
布
で
汚

れ
を
ぬ
ぐ
っ
て
か
ら
洗
う
。

水
を
汚
さ
ず
、
少
な
い
量
で

洗
え
る
。
生
ゴ
ミ
は

ち
ら
し
で
作
っ
た
ゴ

ミ
入
れ
を
使
う
。
ち

ら
し
が
生
ゴ
ミ
の
水

分
を
吸
い
、
焼
却
す

る
際
に
余
分
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
わ
ず
に

済
む
。
こ
れ
ら
を
実

践
す
る
と
ガ
ス
、

水
、
生
ご
み
の
量
が

減
り
、
そ
の
結
果
、

Ｃ
Ｏ

２

の
排
出
量
を

少
な
く
で
き
る
。

続
い
て
、
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
調

理
実
演
。
ニ
ン
ジ
ン

を
皮
ご
と
す
り
お
ろ

し
て
練
り
こ
ん
だ

「
お
や
さ
い
パ
ン

ケ
ー
キ
」、冷
蔵
庫
の

残
り
の
食
材
を
春
巻

き
の
皮
で
巻
い
て
グ

リ
ル
で
焼
く
「
ピ
ッ

ツ
ァ
春
巻
き
」
の
２

品
を
作
っ
た
。
出
来

た
て
の
料
理
は
大
変

お
い
し
か
っ
た
。

関東中央地区（静岡県）代表

五十嵐 慶さん（小3)・ゆみ子さん

駿河★湾の幸＆山の幸

関東中央地区（神奈川県）代表

小林美結さん（小2)・幸子さん

ばあばからママへ ママから私へ

湘南版おうちごはん

九州地区（長崎県）代表

佐藤隆道さん（小6)・美幸さん

長崎西海うまかもん！

我が家の満腹PukuPukuごはん♪

北海道地区代表

加藤瑠菜さん（小4)・里織さん

瑠菜のがっつり北海道ごはん�

東海地区（愛知県）代表

山田媛菜さん（小6)・日登美さん

祖父母の手作り野菜で幸せご飯

（まごはやさしいレシピ）

四国地区（徳島県）代表

郡 栞菜さん（小6)・智英実さん

徳島名産めしあがれ！

北陸地区（富山県）代表

村石麻衣さん（小6)・淳さん

“富山”いっぱいの晩ごはん

近畿地区（大阪府）代表

三原 唯さん（小5)・京さん

元気モリモリ！！ わが家の仲よしご飯！

第 6回
全国親子クッキングコンテスト

ウィズガスＣＬＵＢ

炎
の
達
人
賞

ア
イ
デ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
賞

エコ・クッキングを体験

具たくさんのスープ

に駿河の海の幸・山の

幸をたっぷり盛り込み

ました。心も身体も温

まります。

鶏ベーコンロールは

八丁みそで味付け。甘

い、辛い、すっぱいと

いろいろな味付けと食

感が楽しめます。

炎
の
達
人
賞

ア
イ
デ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
賞

地元の鎌倉野菜を

使って家庭で気軽にお

料理できる献立に。湘

南のおいしさをアピー

ルしました。

徳島名産を使ってバ

ランスのよい和食メニ

ューにしました。食べ

応えのある「ヘルシー

ガッツリ」定食です。

26 組が一斉に調理した（東海）

開会式に参加する 13 組の親子（九州）

９５
組
が
地
区
決
勝
に
出
場

炎
の
達
人
賞

な
か
よ
し
親
子
賞

ダッチオーブンで鶏

の薫製を作ります。ミ

カンを使ったドレッシ

ングは九十九島の夕日

をイメージしました。

小 1から参加。富山

の食材 17 品を使った

6 品で、鮮度やエコ・

クッキングを意識して

作りました。

ア
イ
デ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
賞

な
か
よ
し
親
子
賞

長芋を焼いてから肉

を巻くと巻きやすく、

ほくほくした食感に。

瑠菜さん考案の自慢の

レシピです。

ロール白菜に高野豆

腐やリンゴを使った

り、おこわにサツマイ

モを入れたり、一味違

う料理にしました。

おそろいの衣装で調理（関東中央）

調理中は司会者のインタビューも（四国）

親子で作った料理を皆で試食（北海道）

会場には応援の家族（東北）
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